
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 京都外国語専門学校 

設置者名 学校法人 京都外国語大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

文化・教養専

門課程 

英米語学科 
夜 ・

通信 
240時間 160時間  

中国語学科 
夜 ・

通信 
180時間 160時間  

韓国・朝鮮語学科 
夜 ・

通信 
180時間 160時間  

東南アジア言語学科 
夜 ・

通信 
270時間 160時間  

日本語コミュニケー

ション学科 

夜 ・

通信 
180時間 160時間  

日本語コミュニケー

ション学科（留学生） 

夜 ・

通信 
180時間 160時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校のホームページに公表している。 

https://kccfl.kufs.ac.jp/library/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 京都外国語専門学校 
設置者名 学校法人 京都外国語大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学のホームページに公表している。 

https://kccfl.kufs.ac.jp/library/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社顧問（前職） 

2024 年 4 月

1 日～2027

年度定時評

議員会終結

の時 

国際交流 

非常勤 株式会社役員（現職） 

2024 年 4 月

1 日～2027

年度定時評

議員会終結

の時 

渉外 

非常勤 
独立行政法人審査役（現

職） 

2024 年 4 月

1 日～2027

年度定時評

議員会終結

の時 

国際交流 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 京都外国語専門学校 

設置者名 学校法人 京都外国語大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

各授業担当教員へのシラバス作成依頼時（毎年 2月）に、詳細なマニュアル

を配布し、シラバス作成について周知徹底している。また、常勤講師がシラ

バスの内容を 3月中旬以降、確認・点検し、マニュアル通りに作成されてい

ない場合は、作成し直した上で 4月上旬にポータルサイトに公開している。 

授業計画書の公表方法 
本校のホームページに公表している。 
https://kccfl.kufs.ac.jp/library/ （他） 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

シラバスで記載した評価方法に基づいて厳正かつ公平に評価するよう、授業

科目担当者に年度初めに実施する全体講師会において「評価の方法」「成績

評価の基準及び評価点など」について記した「出講案内」を配布して周知徹

底している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

2019 年度より成績評価においてＧＰＡ制度を導入し成績評価を行ってい

る。算出方法は以下の通り。 

 
Ａ＋（100-90）：４ポイント Ａ（89-80）：３ポイント Ｂ（79-70）：２ポイント 

Ｃ  （69-60）：１ポイント  Ｄ（59-0）：０ポイント Ｆ：失格 

 

（Ａ＋科目の成績ポイント×単位数）＋（Ａ科目の成績ポイント×単位数）＋・・・・ 

総登録単位数 

 

また、学内においては、ＧＰＡを習熟度別クラス分けが必要な科目において

これらを活用している。さらに、大学編入の指定校推薦者選考時などにも活

用している。 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生に配布する「学生便覧」及び授業科目担当者に

配布する「出講案内」で公表。また、HP 上の「情報

ライブラリー」の「自己点検評価報告書」に公表し

ている。 

https://kccfl.kufs.ac.jp/library/ 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業認定方針は、ディプロマポリシーとして策定している。 

毎年年度末に行う卒業判定会議において、全学生の単位取得状況を常勤講

師が確認し、卒業・進級の判定を行っている。卒業するためには、各群(専

攻語学群・専攻教養群・第二外国語群・一般教養科目群・マルチメディア科

目群)に分かれているが、それぞれ所定の単位時間数を取得し、総計 1,845

時間以上で卒業、1 年次の必須科目のうち不合格科目が 4 科目(120 時間)以

内であれば進級できる。所定の単位数を取得できない学生については卒業・

進級ができず、指導方法を検討し、担当教員が指導を行っている。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生に配布する「学生便覧」及び授業科目担当者に

配布する「出講案内」で公表。また HP上の「情報ラ

イブラリー」の「自己点検評価報告書」に公表して

いる。 

https://kccfl.kufs.ac.jp/library/ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 京都外国語専門学校 

設置者名 学校法人 京都外国語大学 

 

１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kufs.ac.jp/foundation/reports.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.kufs.ac.jp/foundation/reports.html 

財産目録 https://www.kufs.ac.jp/foundation/reports.html 

事業報告書 https://www.kufs.ac.jp/foundation/reports.html 

監事による監査報告（書） https://www.kufs.ac.jp/foundation/reports.html 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 
英米語学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1845 

単位時間／単位 

465 
単位時間

/単位以

上 

1380 
単位時間

/単位以

上 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1845単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 76人 0人 4人 7 人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の英米語学科は 2 年間の学習課程をカリキュラムとして編成し、1 年次 2 年次の学習

内容に科目としてバランスよく配分している。各科目の授業方針や内容、年間の授業計画

は各授業担当教員が、年度初めにシラバスとして作成して、4 月上旬にポータルサイトに

公開している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
2019 年度より成績評価においてＧＰＡ制度を導入し成績評価を行っている。 

算出方法は以下の通り。 

Ａ＋（100-90）４ポイント Ａ（89-80）３ポイント Ｂ（79-70）２ポイント 

Ｃ  （69-60）１ポイント  Ｄ（59-0）０ポイント Ｆ：失格 

 

（Ａ＋科目の成績ポイント×単位数）＋（Ａ科目の成績ポイント×単位数）＋・・・・ 

総登録単位数 

 

また、学内においてはＧＰＡを習熟度別クラス分けが必要な科目においてこれらを活用し

ている。さらに、大学編入の指定校推薦者選考時などにも活用している。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定方針は、学生に配布する学生便覧及び各授業担当教員に配布する出講案内で公表

している。また、毎年年度末に行う卒業判定会議において、全学生の単位取得状況を常勤

講師が確認し、卒業・進級の判定を行っている。 

所定の単位数を取得できない学生については卒業・進級ができず、指導方法を検討し、担

当教員が指導を行っている。 

 

学修支援等 

（概要） 

Career Studies の授業で学生の学習目標および到達度を、担当教員が確認し、必要に応じ

て面談・指導を行う等、学習意欲の把握に努めている。 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 38人 

（100％） 

27人 

（71.0％） 

11人 

（29.0％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 
ホテル業界：エースホテル京都、京都ブライトンホテル、西武プリンスホテルズワールドワイド、シック

スセンシズ京都、カトープレジャーグループ、 

エアライン関係：ANA大阪空港、日航関西エアカーゴシステム、JALカーゴサービス  

その他： 日本トラフィックサービス、セイハネットワーク、プレサンス住販 

 

（就職指導内容） 

語学の運用能力を高めることが、本人の付加価値をつけるという考えのもとに、修得し

ている語学を生かした就職活動を意識している。そのために 1 年次春学期より、キャリ

アデザイン論の授業を通して、就職に対する考え方や進め方などを指導し、1 年次秋学

期からは、面接対策講座などの授業を通して面接対策を実施している。また、12月以降、

京都外国語大学で実施される学内企業理解説明会にも参加し、専門学校の枠を超えた幅

広い業種や職種から仕事選びをするよう指導している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（令和 6年度卒業者に関する令和 7年 3月 31日時点の情報） 

TOEIC600点以上取得者 20名（1年 5名、2年 15名） 

 

（備考）（任意記載事項） 

私立大学では、京都外国語大学、関西外国語大学、同志社大学、追手門学院大学、平安女学院

大学 

国公立大学では、愛媛大学となっている。 

また、進学・就職以外の進路については、留学やワーキングホリデー制度を利用して海外居住を経

験するために資金を蓄える一時的なアルバイト従事者や家業を引き継ぐ事業継承者などがいる。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  85人 11人  12.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更(就職)、進路変更（進学）、成績不良など。 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 
中国語学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1845 

単位時間／単位 

465 
単位時間

/単位以

上 

1380 
単位時間

/単位以

上 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1845単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 8人 0人 2人 8 人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
各授業担当教員へのシラバス作成依頼時（毎年 2 月）に、詳細なマニュアルを配布し、シ

ラバス作成について周知徹底している。また、常勤講師がシラバスの内容を 3 月中旬以降、

確認・点検し、マニュアル通りに作成されていない場合は、作成し直した上で 4 月上旬に

ポータルサイトに公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
2019 年度より成績評価においてＧＰＡ制度を導入し成績評価を行っている。 

算出方法は以下の通り。 

 

Ａ＋（100-90）４ポイント Ａ（89-80）３ポイント Ｂ（79-70）２ポイント 

Ｃ  （69-60）１ポイント  Ｄ（59-0）０ポイント Ｆ：失格 

 

（Ａ＋科目の成績ポイント×単位数）＋（Ａ科目の成績ポイント×単位数）＋・・・・ 

総登録単位数 

 

また、学内においては、GPA を、習熟度別クラス分けが必要な科目においてこれらを活用

している。さらに、大学編入の指定校推薦者選考時などにも活用している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定方針は、学生に配布する学生便覧及び各授業担当教員に配布する出講案内で公表

している。また、毎年年度末に行う卒業判定会議において、全学生の単位取得状況を常勤

講師が確認し、卒業・進級の判定を行っている。 

所定の単位数を取得できない学生については卒業・進級ができず、指導方法を検討し、担

当教員が指導を行っている。 

 

学修支援等 

（概要） 
Career Studies の授業で学生の学習目標および到達度を、担当教員が確認し、必要に応じ

て面談・指導を行う等、学習意欲の把握に努めている。 

 

  



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

3人 

（42.8％） 

2人 

（28.6％） 

2人 

（28.6％） 

（主な就職、業界等） 
マーキュリー、テクニカル・ノア 

（就職指導内容） 

語学の運用能力を高めることが、本人の付加価値をつけるという考えのもとに、修得し

ている語学を生かした就職活動を意識している。そのために 1 年次春学期より、キャリ

アデザイン論の授業を通して、就職に対する考え方や進め方などを指導し、1 年次秋学

期からは、面接対策講座などの授業を通して面接対策を実施している。また、12月以降、

京都外国語大学で実施される学内企業理解説明会にも参加し、専門学校の枠を超えた幅

広い業種や職種から仕事選びをするよう指導している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（令和 6年度卒業者に関する令和 7年 3月 31日時点の情報） 

HSK3級取得者 1 名、HSK4級取得者 3名、HSK5級取得者 1名、国語検定試験 4級 1

名 

（備考）（任意記載事項） 
主な編入学先としては、京都外国語大学、また、留学編入先としては、広東外語外貿大がある。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  14人 3人  15.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更(就職)、進路変更（進学）、学校生活不適応など。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルームを設置し、毎週カウンセラーによるカウンセリングを行ってい

る。また、学習面においては、担当教員が「Career Studies」の時間を通して、サポ

ートしている。さらに、単位取得状況や出席状況が芳しくない学生には教員面接を随

時実施、必要に応じて保護者も含め、三者面接を実施して家庭とも連携して対応して

いる。出席や成績などはポータルサイトを通して保護者にも確認してもらっている。 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 
韓国・朝鮮語学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1845 

単位時間／単位 

465 
単位時間

/単位以

上 

1380 
単位時間

/単位以

上 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1845単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 56人 0人 2人 9 人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
各授業担当教員へのシラバス作成依頼時（毎年 2 月）に、詳細なマニュアルを配布し、シ

ラバス作成について周知徹底している。また、常勤講師がシラバスの内容を 3 月中旬以降、

確認・点検し、マニュアル通りに作成されていない場合は、作成し直した上で 4 月上旬に

ポータルサイトに公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
2019 年度より成績評価においてＧＰＡ制度を導入し成績評価を行っている。 

算出方法は以下の通り。 

 

Ａ＋（100-90）４ポイント Ａ（89-80）３ポイント Ｂ（79-70）２ポイント 

Ｃ  （69-60）１ポイント  Ｄ（59-0）０ポイント Ｆ：失格 

 

（Ａ＋科目の成績ポイント×単位数）＋（Ａ科目の成績ポイント×単位数）＋・・・・ 

総登録単位数 

 

また、学内においては、GPA を、習熟度別クラス分けが必要な科目においてこれらを活用

している。さらに、大学編入の指定校推薦者選考時などにも活用している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定方針は、学生に配布する学生便覧及び各授業担当教員に配布する出講案内で公表

している。また、毎年年度末に行う卒業判定会議において、全学生の単位取得状況を常勤

講師が確認し、卒業・進級の判定を行っている。 

所定の単位数を取得できない学生については卒業・進級ができず、指導方法を検討し、担

当教員が指導を行っている。 

学修支援等 

（概要） 

Career Studies の授業で学生の学習目標および到達度を、担当教員が確認し、必要に応じ

て面談・指導を行う等、学習意欲の把握に努めている。 

 

  



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 30人 

（100％） 

9人 

（30.0％） 

15人 

（50.0％） 

6人 

（20.0％） 

（主な就職、業界等） 
ホテル業界：ホテルモントレ、エースホテル京都、京都東急ホテル、京都ホテル、近鉄・都ホテルズ、

ホテル山楽、HOTEL IMAGINE KYOTO、ホテル京阪マネジメント、コートヤード・バイ・マリオット福

井 

エアライン関係：ANA関西空港、関西航空サービス、全日警 

その他：朝日エアポートサービス、Evand 

（就職指導内容） 

語学の運用能力を高めることが、本人の付加価値をつけるという考えのもとに、修得し

ている語学を生かした就職活動を意識している。そのために 1 年次春学期より、キャリ

アデザイン論の授業を通して、就職に対する考え方や進め方などを指導し、1 年次秋学

期からは、面接対策講座などの授業を通して面接対策を実施している。また、12月以降、

京都外国語大学で実施される学内企業理解説明会にも参加し、専門学校の枠を超えた幅

広い業種や職種から仕事選びをするよう指導している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（令和 6年度卒業者に関する令和 7年 3月 31日時点の情報） 

TOPIK6級 5名、TOPIK5級 4名、TOPIK4級 7名、TOPIK3級 2名、 

TOPIK2級  2名 

 

（備考）（任意記載事項） 
韓国・朝鮮語学科において編入留学先は、韓国外国語大学、西江（ソガン）大学、崇実（スンシル）

大学、世明（セミョン）大学がある。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  72人 4人  5.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学校生活不適応、成績不良など。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルームを設置し、毎週カウンセラーによるカウンセリングを行ってい

る。また、学習面においては、担当教員が「Career Studies」の時間を通して、サポ

ートしている。さらに、単位取得状況や出席状況が芳しくない学生には教員面接を随

時実施、必要に応じて保護者も含め、三者面接を実施して家庭とも連携して対応して

いる。出席や成績などはポータルサイトを通して保護者にも確認してもらっている。 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 
東南アジア言語学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1845 

単位時間／単位 

465 
単位時間

/単位以

上 

1380 
単位時間

/単位以

上 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1845単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 5人 0人 2人 10 人 12人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
各授業担当教員へのシラバス作成依頼時（毎年 2 月）に、詳細なマニュアルを配布し、シ

ラバス作成について周知徹底している。また、常勤講師がシラバスの内容を 3 月中旬以降、

確認・点検し、マニュアル通りに作成されていない場合は、作成し直した上で 4 月上旬に

ポータルサイトに公開している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
2019 年度より成績評価においてＧＰＡ制度を導入し成績評価を行っている。 

算出方法は以下の通り。 

 

Ａ＋（100-90）４ポイント Ａ（89-80）３ポイント Ｂ（79-70）２ポイント 

Ｃ  （69-60）１ポイント  Ｄ（59-0）０ポイント Ｆ：失格 

 

（Ａ＋科目の成績ポイント×単位数）＋（Ａ科目の成績ポイント×単位数）＋・・・・ 

総登録単位数 

 

また、学内においては、GPA を、習熟度別クラス分けが必要な科目においてこれらを活用

している。さらに、大学編入の指定校推薦者選考時などにも活用している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定方針は、学生に配布する学生便覧及び各授業担当教員に配布する出講案内で公表

している。また、毎年年度末に行う卒業判定会議において、全学生の単位取得状況を常勤

講師が確認し、卒業・進級の判定を行っている。 

所定の単位数を取得できない学生については卒業・進級ができず、指導方法を検討し、担

当教員が指導を行っている。 

学修支援等 

（概要） 

Career Studies の授業で学生の学習目標および到達度を、担当教員が確認し、必要に応じ

て面談・指導を行う等、学習意欲の把握に努めている。 

 

  



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 3人 

（100％） 

0人 

（0％） 

2人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

日本トラフィックサービス、ハンエイファスナー 

（就職指導内容） 

語学の運用能力を高めることが、本人の付加価値をつけるという考えのもとに、修得し

ている語学を生かした就職活動を意識している。そのために 1 年次春学期より、キャリ

アデザイン論の授業を通して、就職に対する考え方や進め方などを指導し、1 年次秋学

期からは、面接対策講座などの授業を通して面接対策を実施している。また、12月以降、

京都外国語大学で実施される学内企業理解説明会にも参加し、専門学校の枠を超えた幅

広い業種や職種から仕事選びをするよう指導している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

特になし 

 

（備考）（任意記載事項） 

東南アジア言語学科においては、1 名が大学への編入学希望であったが試験に合格でき

ず、聴講生として学校に残り再度編入を目指すことにした。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 6人 1人  16.7％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルームを設置し、毎週カウンセラーによるカウンセリングを行ってい

る。また、学習面においては、担当教員が「Career Studies」の時間を通して、サポ

ートしている。さらに、単位取得状況や出席状況が芳しくない学生には教員面接を随

時実施、必要に応じて保護者も含め、三者面接を実施して家庭とも連携して対応して

いる。出席や成績などはポータルサイトを通して保護者にも確認してもらっている。 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

 英米語 150,000円 950,000 円 137,520 円  

 中国語 150,000円 950,000 円 125,000 円  

韓国朝鮮 150,000円 950,000 円 125,000 円  

  日本語 150,000円 950,000 円 125,000 円  

東南ｱｼﾞｱ 150,000円 950,000 円 125,000 円  

 留学生 150,000円 650,000 円 135,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

学校法人京都外国語大学の奨学金として、総長奨学金（貸与）、森田基金奨学金(給費）

がある。また、入学時に特待生試験（英語・国語）の結果による学費減免、語学検定制度

による学費減免、社会人・学士・短期大学士・専門士などの受験生に対する減免などを実

施している。 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
本校ホームページの情報公開ページ（https://kccfl.kufs.ac.jp/library/）に公表 

 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校が行った自己点検評価結果について、学校に関係の深い方たち（関係者として、「関

連業界関係者」「卒業生」「教育に知見を有する者」「その他校長が必要と認める者」の

区分から各 1 名を選出）で構成した学校関係者評価委員会を 2019 年度に設置し、当該専門

分野における実務教育に関する知見を生かし、「学校経営の改革方針が適切か」「自己評

価が適切に行われているか」「自己評価の結果を踏まえた今後の改善方針が適切か」など

について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善が図れているか、

改善方策や改善時期等について適切に実行されたかを継続的にチェックできる体制を整え

た。 

なお、評価を踏まえた改善方策については、校長を最高責任者として、教育に関すること

は副校長、施設設備することは事務長がそれぞれを統括して、早急に改善できるように、

関係教職員と改善策・対応策を検討して、実施時期を設定し、実施する。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社相談役 令和 7 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 
校長が必要と認める者 

株式会社代表取締役 令和 7 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 
関連業界関係者 

株式会社代表取締役 令和 6 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 
卒業生 

私立高等学校講師 令和 6 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 
教育に知見を有する

者 



  

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ホームページの情報公開ページ 
（https://kccfl.kufs.ac.jp/library/）に公表 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://kccfl.kufs.ac.jp/ 

 

 


